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  授業中に，教師は様々な問いかけ・働きかけを児童に対してする。即，反応して 
正解を答える児童もいれば，反応の乏しい児童もいる。また，自分の考えを持ちながらも
自信を持って挙手・発言できない児童もいる。そのような児童も，無意識のうちに自分の
思いを小さな声で吐露することがある。そんな時，「今，そのへんでいい話が聞こえたなあ，
だれが言ったの？」と，児童のつぶやきを積極的に拾うようにすると，自分の考えに自信
のない児童も，意見を積極的に発表できることにつながる。また，学級の児童全員が学習
課題に集中している時には，児童の視線や姿勢は，黒板やプリント等のある一定の方向に
向いている。逆に，学習課題に集中していない児童の視線や姿勢は，下を向いていたり横
を向いていたりすることが多い。教師は一部の児童だけを視野に入れるのではなく，常に
学級全体の児童が視野に入るような位置と意識を持つことが必要である。 
 
◎分科会の参加者の発言から 
  今回の第６分科会に出席した学生たちは４人であった。どの会合でも多く発言の機会
があると，参加者はより印象や記憶に残るものである。そのために，参加した学生たち
に自己紹介ならぬ「他己紹介」をしてもらった。それは，学生たちが二人一組になり相
手の自己紹介の話を聞いて，聞いた人がその相手のプロフィールを簡潔に紹介すること
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である。教師にとって，指導したいことを明瞭簡潔に的確に教えたい対象に伝えること
が求められる。そのためには，話し手や聞き手の言語は勿論のこと，態度，表情，雰囲
気にも注意することが必要である。特に，発達の未熟な小学校低学年においては，伝え
たい内容を，言語以外の手段で表現することも重要であると思われる。 
そんな思いや，学生たちの緊張をほぐす意味合いも兼ねて，他己紹介という手法を取 
り入れて分科会の皮切りにした。 
 次に，簡単なアンケート形式で学生たちに，「今までに，やる気になったのは，どんな時
ですか？」とか「今までに好感の持てる先生とは，どんな先生でしたか？」等と記入して
もらいながら，それをもとにして話を進めた。自分がやる気になった時に，先生との関わ
りがどのようなものであったかについて話を進めていくうちに，好感の持てる教師像が浮
かび上がってきた。また，好感の持てる教師像を明確にすることにより，学生が抱いてい
る理想の教師像を具体的に思い描くことにつながったのではないだろうか。 
 また，別の話題では，学級内に発達障害や多動的な児童がいた場合にはどのような対応
をするのですかという質問があった。それに対して，即効的な解決策はすぐに見つからな
いが，複数の教員で当該児童に対応したり，根気よく順序立てて児童に話を言い聞かせた
りすることが大切であると答えた。更に，保護者との面談も必要になってくることもある。
その場合にも，保護者に対して児童の問題行動を否定的に伝えるのではなく，できる限り
児童の学校での様子や出来事の事実を客観的に伝え，「これから，Ａ君に対してどのような
ことが，担任として，親として何が私たちにできるでしょうか」と，今後の方向を保護者
と共に模索していく雰囲気と契機を作ることが大切であると話をした。 
 第６分科会に出席した学生たちは少なかったが，明治大学出身の現役の小学校教員の滝
沢と司会の井内先生の２人がいて，現場の教員ならではの具体的な発言や助言が随所にあ
り，学生たちは真剣にメモをとったり，頷いていたりしている様子が印象に残った。 
 
 ◎第６回総会・研究大会及び第６分科会を終えて 
 今回，この第６分科会での発表をする機会を得て，一番強く感じたことは，以前にも増
して参加した学生たちの意欲・モチベーションの高さであった。かつて，私が明治大学に
在学して教職課程で学んでいた頃の様子と，今の真剣に取り組んでいる学生たちと比較す
ると，赤面の至りである。学生時代は，これから社会に出てからの自分の人生設計に悩ん
だり不安を抱いたりする青年期である。かつて私も，大学４年生の時には，「教師になりた
い，でも，なれるかどうかは分からない，なれないかもしれない。」と不安になったことも
あった。また，「教師になったとしても，自分はやっていけるのだろうか，大丈夫だろうか？」
という不安もつきまとった。きっと参加した学生たちの中にも，私がかつて抱いた同様な
思いを共有している学生がいたかもしれない。もし，この分科会での私の発表やアドヴァ
イス，質疑応答が，そんな学生たちにとって，進路選択の一助になれば誠に幸甚に耐えな
い。 
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誠に私事で恐縮だが，かつて明治大学に在学していた昭和 50 年度に，私は別府先生か
ら教職原理の授業を古い記念館の教室で受けた。当時，別府先生は明治大学に赴任なさっ
たばかりで，30歳前後ではなかっただろうか。40年近く過ぎた現在も，その教職原理の授
業の様子は未だに鮮明に覚えている。そのような恩師の別府先生のお手伝いを，明治大学
教育会で私ができることを大変光栄に思っている。 
また，末筆ながら，今回，この明治大学教育会第６回総会・研究大会の第６分科会で，
私が発表の場を得ることができ，本稿が紀要に掲載されるのは，教職課程の別府昭郎教授
や高橋靖之教授の大きな力添えや，資格課程事務長をはじめ教育会事務局の方々の多大な
支援があったことを，この紙面をもって心からお礼を申し上げたい。 
